
 

   ※裏面の「認定基準」を参考に御記入ください。

 

在宅ねたきり高齢者等介護手当診断書   （重度精神障がい者用） 
 

 

  氏名  
 

 

  
 

 

 生年月日  
 

 

年       月       日生   
 

 

  住所  
 

 

  倉敷市  
 

 

  傷病名  
 

 

 
 

 

  発病年月日  
 

 

      年       月       日  
 

 

経過及び現症   

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

   介護の要否  
 

 

        要         否  
 

 

    上記のとおり診断します。  

 

 

 医療機関コ - ド  
 

 

 
 

 

 

 
 

     令和     年     月     日        医療機関名  

                       所在地  

 

 

                       医師氏名                  

 
 



 

別表４                                               

在宅ねたきり高齢者等介護手当に関する認定基準（重度精神障がい者用） 
 

 重度精神障がい者 

 

介護状況   

（評点）  

 

 行動及び  

 活動の種類  

自立  一部介助  全  介  助  

０  点  １  点  ２  点  

適切な食事摂取 

□介助，見守り等なし

に自分で食事が摂れ

ている。 

□食事を摂るように促

すなど，声かけ・見

守りが必要。 

□自分では全く摂取し

ていない。 

身辺の清潔保持 

□はみがき・洗顔・整

髪・つめ切り等を自

分で行える。 

□ 常時 の 見 守 りや 確

認 ， 強 い促 し が 必

要。 

□強い助言や指導をし

ても行わない。 

金銭管理と買物 

□自分の所持金（通帳

や小銭）の支出入の

管理や買い物を自分

で行える。 

□金銭の管理や商品の

選定に助言や指導が

必要。 

□金銭の管理ができな

い。 

通院と服薬 

□定期的に通院し，薬

を飲む時間や飲む量

を理解し，自分で服

用できる。 

□通院や薬を飲む量の

指示や確認が必要。 

□通院や薬を飲む時間

や飲む量を理解して

いない。 

他人との意思伝達・

対人関係 

□だれにでも意思の伝

達ができる。 

□特定の人に対してで

あれば，意思の伝達

ができる。 

□意思の伝達ができな

い。 

身辺の安全保持・ 

危機対応 

□刃物・火の危険がわ

かり，戸外での危険

（交通事故）から身

を 守る こ と が で き

る。 

□刃物・火の危険が少

しはわかり，戸外で

の危険（交通事故）

から不十分ながら身

を 守 る こと が で き

る。 

□刃物・火の危険がわ

からず，戸外での危

険（交通事故）から

身を守ることもでき

ない。 

社会的手続や 

公共施設の利用 

□社会的手続きや公共

施設の利用が１人で

できる。 

□社会的手続きや公共

施設の利用が声かけ

や部分的な介助があ

ればできる。 

□社会的手続きや公共

施設の利用が１人で

はできない。 

趣味・娯楽への関心 

文化的社会的活動へ

の参加  

□自分で意思決定がで

き，行事等への参加

ができる。 

□声かけ等があれば，

行事等への参加がで

きる。 

□他者と交流すること

を拒み，行事等へ参

加できない。 
 

（認定基準） 

 

  「行動及び活動の種類」の各項目に該当する点を加算したものが，「１０点」以上あること。 


